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CADASIL患者由来 iPS細胞から樹立した OPC細胞を用いた in vitro実験および各種疾患動物モデル

を用いた in vivo研究を着実に進行させ、疾患に対してフィンゴリモド、Ac-YVAD-cmkなどの薬剤の有

効性を明らかにすることで新たな治療戦略の可能性を示したことは大いに評価できる。また両国で in 

vitroと in vivo解析を相補的に行い、得られた成果を共著論文に結実させるなど、バランスの取れた

研究体制を構築したことは意義がある。今後は研究を継続し、残された課題をさらに発展させ、将来

的に研究成果を社会還元させることを目指していただきたい。 
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